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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

第48期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円） 17,339,866 8,503,656 36,224,507

経常利益（千円） 1,142,020 580,550 2,373,384

四半期（当期）純利益（千円） 567,947 313,446 1,229,354

純資産額（千円） － 17,083,032 16,616,524

総資産額（千円） － 32,234,671 32,177,919

１株当たり純資産額（円） － 863.90 840.30

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
28.72 15.85 62.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 53.0 51.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,514,260 － 2,523,348

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△170,310 － △723,738

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△188,289 － △1,276,272

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 4,961,364 3,805,641

従業員数（人） － 1,181 1,181

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 1,181 (292)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの出向者を含む）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー)は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。

(2）提出会社の状況

　 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 799 (163)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー)は当第２四半期会計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループの事業は、「業務用厨房機器の製造、仕入および販売」、「ベーカリー機器の製造、仕入および販売」お

よび「ビルの賃貸」を主たる業務としております。

　当第２四半期連結会計期間の「生産、受注及び販売」の状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、以下のとおり

であり、「業務用厨房機器製造販売業（熱機器、作業機器規格、作業機器オーダー、部品他、冷機器および調理サービス

機器）」および「ベーカリー機器製造販売業（ベーカリー機器およびベーカリー関連機器）」については品目別の

実績を提示しております。

　なお、ビル賃貸業については、「生産実績、製商品仕入実績および受注実績」の該当事項はありません。

(1)品目別生産実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

熱機器（千円） 1,963,786

作業機器規格（千円） 515,498

作業機器オーダー（千円） 670,230

ベーカリー機器（千円） 341,741

合計（千円） 3,491,256

　（注）　金額は販売価格により記載しており、消費税等は含まれておりません。

(2)品目別製品仕入実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

熱機器（千円） 6,388

作業機器規格（千円） 39,983

ベーカリー機器（千円） 128,078

合計（千円） 174,450

　（注）　金額は販売価格により記載しており、消費税等は含まれておりません。

(3)品目別商品仕入実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

冷機器（千円） 1,533,128

調理サービス機器（千円） 2,493,105

ベーカリー関連機器（千円） 16,646

合計（千円） 4,042,880

　（注）　金額は販売価格により記載しており、消費税等は含まれておりません。
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(4）品目別受注実績

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

受注高（千円） 受注残高（千円）

作業機器オーダー

（注）１
689,260 40,985

ベーカリー機器 414,143 355,180

合計 1,103,403 396,165

　（注）１．業務用厨房機器製造販売業受注の作業機器オーダーであり、規格品および部品他については見込生産を行っ

ているため、該当事項はありません。

２．金額は販売価格により記載しており、消費税等は含まれておりません。

(5）品目別販売実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

製品  

熱機器（千円） 2,023,564

作業機器規格（千円） 434,863

作業機器オーダー（千円） 709,895

部品他（千円） 681,963

ベーカリー機器（千円） 446,605

計（千円） 4,296,892

商品  

冷機器（千円） 1,536,115

調理サービス機器（千円） 2,506,630

ベーカリー関連機器（千円） 16,646

計（千円） 4,059,392

小計（千円） 8,356,284

ビル賃貸業計（千円） 147,371

合計（千円） 8,503,656

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

３．「ベーカリー機器」には、アフターメンテナンスサービス分を含んでおります。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

    　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の概況

　　当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日～平成21年８月31日）における我が国の経済は、世界的な金融危機

を背景とした景気低迷が続く中、政府の経済政策等により個人消費の一部に持ち直し感が伺えるものの、全体とし

ては今なお低迷の渦中にあり、企業収益や雇用情勢も依然として厳しい状況で推移しております。当社グループの

主なお客様である外食・中食産業におきましても、消費者の生活防衛等による外食頻度の減少や低価格化の進行等

により厳しい経営環境が続いております。

　　当第２四半期連結会計期間の業績といたしましては、主に外食チェーンおよびスーパーマーケットが新規出店を抑

制したこと等の影響を受け、売上高は85億３百万円となりました。利益面では、コストダウンおよび経費削減に努め

ましたが売上高のマイナス分をカバーしきれず、営業利益は５億44百万円、経常利益は５億80百万円並びに四半期

純利益は３億13百万円となりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

　　　①厨房部門「業務用厨房機器製造販売業」

　　　　　全国を網羅する販売事業所体制を活かし、幅広い業種に対するきめ細かな訪問活動を営業活動の柱とするとと

もに、「展示即売会」や「調理講習会」等の拡販策を強化してまいりました。あわせて将来の安定的拡大の

ため、省エネ性が高くエコロジー、かつ高機能で誰にでも美味しく調理できる等といった時代にマッチした

新製品の開発を積極化し、各種の拡販策の中でお客様にご提案していくことで、新規受注の獲得や入替え需

要の発掘に取り組み、業績の向上に努めてまいりました。

　　　　　当第２四半期連結会計期間における新製品といたしましては、価格を大幅に抑えた電磁調理器「ＩＨクリーン

コンロ単機能低価格シリーズ」、ＩＨ加熱による高い省エネ性を活かした「ＩＨ卓上エプロン式コンベアフ

ライヤー」、置き箸を使用する飲食店等の増加を受けて開発した「箸殺菌庫」、ガス式に劣らないパワフル

な火力が自慢の「ＩＨ中華レンジ」、大量のスープ調理に欠かせない大型の「ＩＨスープレンジ10kWシリー

ズ」、強力な沸騰力と省エネ性に優れた「ＩＨラーメン釜」等、６シリーズを開発、発売いたしました。

　　　　　製造部門におきましては、内製化の促進と生産性アップ、並びに特注製品対応の強化に継続的に取り組むととも

に、原資材価格の値戻し交渉に注力してまいりました。

　　　　　しかしながら、厳しい経済情勢の中、外食チェーンおよびスーパーマーケットの新規出店抑制等の影響は大き

く、これをカバーするため幅広く多業種への拡販に努めましたがカバーできず、売上高は78億93百万円と減

収となりました。利益面では、コストダウンおよび経費削減に努めましたが売上高のマイナス分をカバーし

きれず、営業利益は６億17百万円となりました。

　　　②ベーカリー部門「ベーカリー機器製造販売業」

　　　　　国内製パンメーカーからの受注があったこと等により、売上高は４億74百万円となりました。利益面では競争激

化による低価格受注、および原資材価格の高止まり等により３百万円の営業損失となりました。

　　　③ビル賃貸部門「ビル賃貸業」

　　　　　業績は計画通り推移し、売上高は１億47百万円、営業利益は84百万円となりました。
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　(2)財政状態

　　当第２四半期連結会計期間末の総資産残高は、流動資産で現金及び預金等の増加に伴い３億47百万円増加し、固定

資産は有形固定資産の減価償却費の計上に伴う減少等で２億90百万円減少した結果、前連結会計年度末に比べ56百

万円増加の322億34百万円となりました。

　　負債の部は、支払手形及び買掛金の減少等により前連結会計年度末に比べ４億９百万円減少の151億51百万円とな

りました。

　　純資産の部は、利益剰余金が４億29百万円計上されたこと等により前連結会計年度末に比べ４億66百万円増加の

170億83百万円となりました。

　

　(3)キャッシュ・フローの状況　

　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ10億78百万円増加の49億61百万円となりました。なお、当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・

フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果、得られた資金は11億95百万円となりました。

　　主な要因は、税金等調整前四半期純利益が５億80百万円の計上および減価償却費が２億７百万円計上されたこと等

によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果、使用した資金は92百万円となりました。

　　主な要因は、有形固定資産の取得による支出で70百万円使用したこと等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果、使用した資金は24百万円となりました。

　　長期借入金の返済による支出で24百万円を使用したこと等によるものであります。

　

　(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　(5)研究開発活動

　　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は92百万円であります。

　　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,000,000

計 65,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,780,000 19,780,000
㈱東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 19,780,000 19,780,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年６月１日～
平成21年８月31日 － 19,780,000 － 3,164,950 － 2,494,610
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

　株式会社マサトヨ 　東京都杉並区上井草３丁目29－28 6,038 30.52

　渡邉　昌彦 　東京都杉並区 3,443 17.41

　ビービーエイチ　フォー　フィデ

リティー　ロープライス　ストッ

ク　ファンド

　（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行決済事業部）

　40 WATER STREET,BOSTON MA 02109 U.

S.A

　（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

850 4.29

　石川　しのぶ 　東京都練馬区 683 3.45

　マルゼン従業員持株会 　東京都台東区根岸２丁目19－18 613 3.09

　渡邉　直子 　東京都杉並区 551 2.78

　渡邉　恵一 　東京都杉並区 516 2.60

　日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
　東京都中央区晴海１丁目８－11 347 1.75

　渡邉　豊子 　東京都杉並区 345 1.74

　長野計器株式会社 　東京都大田区東馬込１丁目30-４ 256 1.29

計 － 13,644 68.97

　（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は、全て信託業務に係る株式であり、内訳は次のとお

りであります。

名称
投資信託設定分
（千株）

年金信託設定分
（千株）

計
（千株）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 246 101 347

計 246 101 347
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 5,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,766,000 19,766 －

単元未満株式 普通株式　 　 9,000 － －

発行済株式総数 19,780,000 － －

総株主の議決権 － 19,766 －

②【自己株式等】

　 平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社マルゼン
東京都台東区根岸二

丁目19番18号
5,000 － 5,000 0.02

計 － 5,000 － 5,000 0.02

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 345 344 374 465 472 479

最低（円） 297 322 328 370 420 444

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）および当第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,971,364 3,815,641

受取手形及び売掛金 6,441,664 ※2
 7,067,722

商品及び製品 2,221,714 2,363,568

仕掛品 234,814 238,944

原材料及び貯蔵品 710,407 751,036

その他 467,708 451,729

貸倒引当金 △26,452 △14,768

流動資産合計 15,021,221 14,673,873

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,419,978 14,413,132

減価償却累計額 △6,733,790 △6,532,374

建物及び構築物（純額） 7,686,188 7,880,758

土地 6,886,041 6,886,041

その他 6,087,137 6,080,504

減価償却累計額 △4,816,033 △4,657,912

その他（純額） 1,271,103 1,422,591

有形固定資産合計 15,843,333 16,189,391

無形固定資産 29,243 33,593

投資その他の資産 ※1
 1,340,872

※1
 1,281,060

固定資産合計 17,213,450 17,504,046

資産合計 32,234,671 32,177,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,208,417 ※2
 7,536,203

短期借入金 3,800,000 3,800,000

1年内返済予定の長期借入金 467,600 99,600

未払法人税等 576,117 425,410

賞与引当金 493,000 520,000

役員賞与引当金 10,870 22,334

その他 932,799 ※2
 1,061,268

流動負債合計 13,488,805 13,464,817

固定負債

長期借入金 － 417,800

退職給付引当金 1,010,962 975,315

役員退職慰労引当金 116,450 107,500

その他 535,421 595,962

固定負債合計 1,662,834 2,096,577
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債合計 15,151,639 15,561,394

純資産の部

株主資本

資本金 3,164,950 3,164,950

資本剰余金 2,494,610 2,494,610

利益剰余金 16,002,550 15,573,023

自己株式 △3,519 △3,519

株主資本合計 21,658,590 21,229,063

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 56,011 19,030

土地再評価差額金 △4,631,569 △4,631,569

評価・換算差額等合計 △4,575,558 △4,612,539

純資産合計 17,083,032 16,616,524

負債純資産合計 32,234,671 32,177,919
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 17,339,866

売上原価 12,201,328

売上総利益 5,138,538

販売費及び一般管理費 ※
 4,066,940

営業利益 1,071,598

営業外収益

受取利息 6,152

固定資産賃貸料 11,110

仕入割引 46,121

その他 35,932

営業外収益合計 99,316

営業外費用

支払利息 26,769

その他 2,124

営業外費用合計 28,894

経常利益 1,142,020

特別利益

固定資産売却益 461

その他 400

特別利益合計 861

特別損失

固定資産除却損 24,617

工場移転費用 55,912

特別損失合計 80,529

税金等調整前四半期純利益 1,062,352

法人税、住民税及び事業税 565,263

法人税等調整額 △70,859

法人税等合計 494,404

四半期純利益 567,947
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 8,503,656

売上原価 5,935,518

売上総利益 2,568,137

販売費及び一般管理費 ※
 2,023,370

営業利益 544,766

営業外収益

受取利息 2,940

固定資産賃貸料 5,327

仕入割引 21,525

その他 20,356

営業外収益合計 50,150

営業外費用

支払利息 12,984

その他 1,382

営業外費用合計 14,366

経常利益 580,550

特別利益

固定資産売却益 143

特別利益合計 143

特別損失

固定資産除却損 209

特別損失合計 209

税金等調整前四半期純利益 580,484

法人税、住民税及び事業税 198,103

法人税等調整額 68,933

法人税等合計 267,037

四半期純利益 313,446
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,062,352

減価償却費 411,460

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,463

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,647

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,950

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,697

受取利息及び受取配当金 △9,313

支払利息 26,769

有形固定資産除売却損益（△は益） 24,155

工場移転費用 55,912

売上債権の増減額（△は増加） 638,351

たな卸資産の増減額（△は増加） 186,612

仕入債務の増減額（△は減少） △376,086

その他 △94,140

小計 1,940,905

利息及び配当金の受取額 9,496

利息の支払額 △24,102

法人税等の支払額 △412,039

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,514,260

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △151,751

移転に係る支出 △10,408

投資有価証券の取得による支出 △18,335

その他 10,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,310

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △49,800

配当金の支払額 △138,489

財務活動によるキャッシュ・フロー △188,289

現金及び現金同等物に係る換算差額 62

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,155,722

現金及び現金同等物の期首残高 3,805,641

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,961,364
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産
については、従来、主として総平均法に
よる原価法によっておりましたが、第
１四半期連結会計期間より「棚卸資産
の評価に関する会計基準」（企業会計
基準第９号　平成18年７月５日公表
分）が適用されたことに伴い、主とし
て総平均法による原価法（貸借対照表
価額については収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法）により算定してお
ります。
　　これによる、営業利益、経常利益および
税金等調整前四半期純利益への影響は
ありません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められる場合には、

前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用し

て貸倒見積高を算定しております。

２．繰延税金資産および繰延

税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

がないと認められる場合には、前連結会計

年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法に

よっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社および連結子会社は、平成20年度の法人税法改正を

契機として資産の利用状況等を見直した結果、第１四半

期連結会計期間より、有形固定資産の耐用年数を変更し

ております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整

前四半期純利益はそれぞれ27,770千円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載

しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △13,300千円
※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △16,285千円

　　　　　　　　　─────── ※２　連結会計年度末日満期手形

　　　　当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満

期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、当連結会計年度末日満期手形の金額は、次

のとおりであります。

　受取手形 213,866千円

　支払手形 1,451,926 

　設備支払手形 68,772 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬及び給与諸手当

 
      1,682,032 千円

賞与引当金繰入額       415,694  

役員賞与引当金繰入額     10,870  

退職給付引当金繰入額      59,278  

役員退職慰労引当金繰入

額 
    8,950  

貸倒引当金繰入額       61,814  

荷造運賃       372,850  

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬及び給与諸手当

 
      866,089 千円

賞与引当金繰入額       207,831  

役員賞与引当金繰入額     5,435  

退職給付引当金繰入額      29,408  

役員退職慰労引当金繰入

額 
    4,575  

貸倒引当金繰入額      △1,909  

荷造運賃       176,164  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定         4,971,364 

預入期間が３カ月を超える定期預金 　     △

10,000 

現金及び現金同等物         4,961,364 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）および当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　

至　平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式  19,780千株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式 5千株

３．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月27日
定時株主総会

普通株式 138,421 7.00  平成21年２月28日  平成21年５月28日
利益剰余

金

　

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期
間末後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年10月９日
取締役会

普通株式 138,421 7.00  平成21年８月31日  平成21年11月５日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

　
業務用厨房機
器製造販売業
（千円）

ベーカリー機
器製造販売業
（千円）

ビル賃貸業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
7,893,032 463,252 147,371 8,503,656 － 8,503,656

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 11,250 － 11,250 △11,250 －

計 7,893,032 474,502 147,371 8,514,906 △11,250 8,503,656

営業利益又は営業損

失（△）
617,643 △3,159 84,362 698,846 △154,080 544,766

当第２四半期連結累計期間（自平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

　
業務用厨房機
器製造販売業
（千円）

ベーカリー機
器製造販売業
（千円）

ビル賃貸業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
15,866,530 1,178,018 295,317 17,339,866 － 17,339,866

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 88,863 － 88,863 △88,863 －

計 15,866,530 1,266,882 295,317 17,428,730 △88,863 17,339,866

営業利益又は営業損

失（△）
1,210,283 △27,214 167,985 1,351,054 △279,456 1,071,598

　（注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、事業の種類・性質、損益の集計区分および関連資産等を考慮し決定しております。

２．各事業区分の主要な内容

業務用厨房機器製造販売業…業務用厨房機器の製造、仕入および販売

ベーカリー機器製造販売業…製パン工場設備、インストアー店舗等のベーカリー機器の製造、仕入および販

売

ビル賃貸業　　　　　　　…ビルの賃貸（ビジネスホテル・介護型有料老人ホーム等）

３．追加情報

　　有形固定資産の耐用年数の変更

　　「追加情報」に記載のとおり、当社および連結子会社は、平成20年度の法人税法改正を契機として資産の利用

状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。この結

果、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益が業務用厨房機器製造販売

業で26,170千円減少し、営業損失がベーカリー機器製造販売業で1,599千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および重

要な在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および重

要な在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略

しております。

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略

しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 863.90円 １株当たり純資産額 840.30円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 28.72円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 15.85円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 567,947 313,446

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 567,947 313,446

期中平均株式数（千株） 19,774 19,774

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

平成21年10月９日開催の取締役会において、中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①中間配当による配当金の総額　　　　   　　　138,421千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　７円00銭

　③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　平成21年11月５日

　（注）　平成21年８月31日現在の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録質権者に対し、支払いを行

います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マルゼン(E02438)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月７日

株式会社マルゼン

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　昭英　　印

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　　淳　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルゼンの

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年

８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルゼン及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　　　

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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